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近年、抗凝固薬の中心はワルファリンから DOAC に移行しつつある。DOAC は、

ワルファリンに比較して頭蓋内出血が少ないものの、消化管出血が多いとする報

告もあるが、本邦での成績は不十分である。又、抗血栓薬内服中の消化器内視鏡

検査のガイドラインにおいても、DOACを考慮した追補が出たが、その評価もこれ

からである。そこで、本ワークショップでは DOACの小腸･大腸を含めた全消化管

に対する影響とその機序、そして診断と対応につき討論したい。 

 


